
日本魚類学会　市民公開講座

希少魚の保全と放流
本当に魚を守り、増やすには

第一部　講演：保全手法としての放流　　渡辺勝敏（京都大学）

第二部　放流手法を用いた魚類の積極的保全：事例報告
イトウ：進化的に重要な単位を考慮した再導入と事後モニタリング　　江戸謙顕（文化庁）

ミヤコタナゴ：野生個体群を長期的に存続させるために -繁殖補助と生息環境の創出　　綱川孝俊・久保田仁志（栃木県水産試験場）
ヒナモロコ：行政、市民、研究者の連携による保全と再導入　　小早川みどり（日本魚類学会自然保護委員会）

イタセンパラ：生息地再生と野生復帰プロジェクト　　上原一彦（大阪府水生生物センター）
野生復帰を目指した域外保全：水族館の役割と限界　　池谷幸樹（アクア・トトぎふ）

第三部　パネルディスカッション ― 希少魚類の積極的保全に向けて
・コーディネーター：森誠一（岐阜経済大学）　　・パネリスト：池谷幸樹・上原一彦・北島淳也（東海タナゴ研究会）・渡辺勝敏

＜プログラム＞

問い合わせ先 渡　辺　勝　敏

〒606–8502　京都市左京区北白川追分町

京都大学　大学院
理学研究科生物科学専攻

075-753-4079電話/FAX：

watanak@terra.zool.kyoto-u.ac.jp電子メール：

京都大学理学研究科セミナーハウス （京都市左京区北白川追分町）

徒歩約20分京阪出町柳駅から

京都駅から 京都市バス206系統（百万遍）　17系統（京大農学部前）交通：

場所：

日時：平成25年８月31日 13：00 17：30
（交流会　17：45 19：00）

主催：日本魚類学会　　後援：環境省近畿地方環境事務所・国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務所・日本自然保護協会・日本生態系協会・
　　　　　　　　　　　　　　日本動物園水族館協会 平成 25年度科学研究費助成金研究成果公開促進費補助事業

入場
無料

対象：
高校生
以上
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写真提供：秋葉健司、アクア・トトぎふ、大阪府立環境農林水産総合研究所、小早川みどり、栃木県水産試験場


